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 肝細胞増殖因子（Hepatocyte growth factor; HGF）とその受容体 c-Metは肝細胞の増殖を制御する。








 著者は、HepG2 細胞を用いて、Arf6 による HGF 依存的シグナル伝達機構の調節メカニズムと細胞
機能について、ノックダウンした細胞を用いて検討した。Arf6 のエフェクターとして知られている








Arf6 をノックダウンすると HGF 依存的な細胞増殖を抑えることを見出した。さらに、Arf6 をノック
ダウンすると、PIP2と PIP3の産生、Akt の活性化も抑制されることを見出している。これらの知見か











 著者は、以上の結果から、Arf6が HGF依存肝細胞増殖を制御する機構を提唱した。Arf6は HGF刺
激に依存して、PIP2合成酵素 PIP5K1Aを HGF受容体である c-Metのところにリクルートし、そこで





 本研究では、Arf6 が HGF 依存肝細胞増殖を制御する機構を解析し、その分子機構を明らかにした。
Arf6は HGF刺激に依存して、PIP2合成酵素 PIP5K1Aを HGF受容体である c-Metにリクルートし、





 平成 29 年 10 月 25 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
 よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
